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日本の成人における習慣飲酒者（週3日以上、1日1合以上飲酒する者）は、男性が減少
傾向であるのに対し、女性は増加傾向にある。また、女性は、男性に比べ少量の飲酒で
もアルコールに関連した健康問題を生じやすく、問題が顕在化するまでの年数が短い
ことから、将来の飲酒問題の悪化が懸念される。
こうした状況から、私たちは、大学近隣A市で保健センターの職員が日頃の活動を通し

て把握している女性の飲酒状況や地域特性､問題を明らかにするため、同職員４名を対象
に、2019年にインタビュー調査を行った。
その結果、｢女性の適正飲酒量｣に対する認知度が低いこと、女性の飲酒者は飲酒量が

多いこと、妊娠･育児中の飲酒問題が潜在していることを職員が把握しているとわかり、
女性の飲酒問題予防のための普及啓発活動に取り組む必要性を確認した。
そこで、A市および近隣市町の住民を対象に、女性の飲酒に関する調査を行い、その

結果に基づいて女性の飲酒問題予防のための普及啓発用リーフレットを作成したので
報告する。

はじめに



調査方法 Web調査会社への委託によるインターネット調査
調査対象 同社アンケートパネルのうちA市および近隣6市町在住の20歳以上男女800人
調査期間 2021年2月1日から2月3日まで
調査内容 基本属性､健康状態､保健行動､飲酒状況､男女別適正飲酒に対する意識､妊娠中

の飲酒に対する意識､妊娠中の飲酒行動 等
分析方法 単純集計､クロス集計､χ2検定､フィッシャーの正確確率検定､U検定
１）妊娠中の飲酒に対する認識：性・年代別クロス集計、女性における基本属性や妊娠中の飲酒状況との関連
２）生活習慣病のリスクを高める量（純アルコール量で男性40g、女性20g）を超える飲酒と性別との関連
３）女性における問題飲酒者（AUDIT-Cで4点以上）：単純集計、関連要因

倫理的配慮
・調査画面のトップページで倫理的配慮について提示し、研究協力に同意した者のみアンケートに回答できる
ようにした

・調査内容に個人を特定できる情報は含まず、回答データはWeb調査会社が一括して回収し、パスワードを
設定して研究代表者に送付した

・調査は東京家政大学研究倫理委員会の承認を得て行った（承認番号SKE2020-18、2021年1月12日承認）

方法① 住民に対する実態調査

WHOが開発した問題飲酒者のスクリーニングテストAUDITの簡易版



１）妊娠中の飲酒
妊娠中の飲酒について無効回答または「その他」と回答した3人をを除く女性373人、男性
424人において､「妊娠中は絶対禁酒」と認識している割合は性年代区分と有意な関連があり、
20～39歳女性では73.4%と高かったが、20～39歳男性では44.9%､40～59歳男性では49.7%と
低かった。また､｢妊娠中の飲酒可｣と認識している女性は、妊娠中に飲酒を継続していた
割合が有意に高かった。
２）生活習慣病のリスクを高める量の飲酒
生活習慣病のリスクを高める飲酒量を超えて飲酒している者は、男性298人中185人62.1%に
対し、女性159人79.1%で、女性が有意に多かった。
３）女性の問題飲酒者の関連要因
回答した女性376人中、AUDIT-Cが4点以上の問題飲酒者は111人（29.5%）であった｡
また､AUDIT-Cを測定できた女性201人を問題飲酒者（4点以上）111人と非問題飲酒者（3点
以下）90人の2群に分けて関連要因を分析した結果、問題飲酒者は非問題飲酒者よりも飲酒
頻度「1週に4度以上｣（43.2％ v.s. 0.0%）､ストレス解消法としての飲酒｢あり｣（36.0% v.s.
4.4%）､寝酒｢あり｣（66.7% v.s. 25.6%）が有意に多かった。

結果① 住民に対する実態調査



作成期間 2022年5月25日から2023年1月まで
作成方法 研究者全員で対面会議を11回､メール会議を22回行った
・結果①から、普及啓発資材のテーマを1）妊娠中の飲酒、2）女性における生活習慣病の
リスクを高める飲酒、3）女性における問題飲酒 の３つに決定した

・形式は、手軽に読みやすいようA4版2つ折り両面カラー印刷のリーフレットとした
・テーマごとに担当者を決めて原案を作成し、会議で検討のうえ修正した
・リーフレット作成にあたり、ナッジ(nudge)を活用する方針を共有した
・イラストは、webサイトで公開されているフリー素材集「いらすとや」を使用した
・リーフレットには、実態調査の対象地域であるA市・B市・C市の保健センターおよび管轄
保健所を相談先として記載することとした。これら各センターおよび保健所の保健師に
対し､研究班で作成したリーフレット案を提示し､相談先としての記載可否や内容について
メールや電話で意見をきき、反映させた。

・3種類のリーフレットを各1,200部印刷して、A市・B市・C市の保健センターに送付し､
センター内のリーフレット・ラックへの配架、保健事業利用者等への配布を依頼した

方法② リーフレットの作成

ナッジ＝行動経済学から
生まれた行動促進法



1）妊娠中の飲酒
・「妊娠中は絶対禁酒」が必要で
あることを、妊婦本人だけでなく、
家族や周囲の人々も理解し、実践
するようになることを目的とした
・保健センターで母子健康手帳を
交付する際に妊婦や同伴者に配布
してもらうことを想定した
●表 紙（右）
より多くの人が関心をもち、手に
取って中身を見てもらえるよう、
ナッジを活用しクイズ形式とした
●裏表紙（左）
自治体の相談窓口に気軽に相談し
やすいよう、無料であること、本
人だけでなく家族や周囲の人々も
相談できることを明記した

結果② リーフレットの作成 1)-1



結果② リーフレットの作成 1)-2
●見開きページ
・禁止事項を説明する部分と、
望ましい行動例を示す部分を区別
しやすいよう、地色を加えた
・簡潔な説明でも説得力を高める
ため、白衣の医師による説明、国
や自治体の目標であることを示す
等、権威効果を活用した
・妊婦の母や祖母のイラストは、
納得できない表情ではなく、指導
内容の変化を知り驚く表情にした
・中段に周囲の人々に期待される
行動を示し、外飲みと家飲みの
違いがわかるよう背景を加えた
・グラフは情報を盛り込み過ぎず
わかりやすくすることを意図して、
年代を3区分とした



2）女性における
生活習慣病のリスク
を高める飲酒

飲酒機会のあるすべての女性が､
飲みすぎは生活習慣病のリスクを
高めること､女性のリスク飲酒量が
男性の半分であることを理解する
ことを目的とした
●表 紙（右）
飲酒量を意識していない人に読ん
でもらえるよう、楽しく飲酒して
いるイラストと質問文を用いた

●裏表紙（左）
問題飲酒の可能性がある人は、
必要な支援につながるきっかけと
なるよう、問題飲酒者向けリーフ
レットも読むよう促した

結果② リーフレットの作成 2)-1



●見開きページ（左）
・生活習慣病のリスクを高める
アルコール量（リスク飲酒量）を
具体的にイメージできるように
した
・リスク飲酒量が女性は男性の
半分であることを強く印象づける
ようにした
●見開きページ（右）
・アルコールの飲み過ぎが女性に
与える健康リスクについて、具体
的にイメージできるようにした
・ナッジを活用し、リーフレット
には情報を盛り込み過ぎず、
もっとくわしく知りたい人は厚生
労働省の公式サイトで情報収集
できるようにした

結果② リーフレットの作成 2)-2



3）女性における問題飲酒
問題飲酒者である女性が、自身の
飲酒を振り返って減酒の必要性を
知り、自ら減酒に取り組むととも
に､必要な支援につながるきっかけ
づくりを目的とした
●表 紙（右）
結果①で明らかになった女性の
問題飲酒者の関連要因を提示する
ことにより、問題飲酒者の可能性
のある女性に読んでもらうことを
意図した

●裏表紙（左）
減酒のために自分でできる方法を
具体的に伝えるとともに、必要な
支援につながるよう、相談先を
明記した

結果② リーフレットの作成 3)-1



●見開きページ
・自分の飲酒について手軽に
チェックできるようAUDIT-Cを
提示し､４点以上の女性は問題
飲酒者として減酒が必要とされ
ていることを知ってもらうよう
にした
・方法①の実態調査で明らかに
なった問題飲酒者の特徴を伝え
ることにより､自分事として認識
してもらうことを意図した
・減酒の必要性を伝えるために、
女性は男性よりもアルコールの
害を受けやすいことを示した

結果② リーフレットの作成 3)-2



●実態調査にご協力くださった地域住民の皆様、リーフレットの作成・配布にご協力
くださったA市・B市・C市の保健センターおよび管轄保健所の保健師の皆様に、
心より感謝申し上げます。

●本研究は、文部科学省 令和2年度私立大学改革総合支援事業（タイプ3「地域社会へ
の貢献」）に選定された「埼玉県東上地域大学プラットフォーム」の共同研究の一環
として実施しました。

●本研究に関して、開示すべき利益相反関係にある企業・組織、団体はありません。
●本研究の概要は、2023年11月2日に第82回日本公衆衛生学会総会＊1で発表しました。
●妊娠中の飲酒に関する普及啓発用リーフレットの作成経過の詳細は、2024年3月発行の
東京家政大学研究紀要＊2に掲載予定です。

お わ り に

＊1：大野順子・山口佳子・一柳由紀子・北澤健文：女性の飲酒問題予防のための普及啓発－調査結果に基づくリーフレットの作成－，
第82回日本公衆衛生学会抄録集，P-0403-3（2023）

＊2：山口佳子・大野順子・一柳由紀子・北澤健文：「妊娠中のお酒 少しならいい？○か×か？」－実態調査およびナッジを活用した
普及啓発用資材の作成経過－，東京家政大学研究紀要，第64集（2），pp.23-29（2024）


	��女性の飲酒問題予防のための�普及啓発用リーフレットの作成
	スライド番号 2
	方法①　住民に対する実態調査
	結果①　住民に対する実態調査
	方法②　リーフレットの作成
	結果②　リーフレットの作成 1)-1
	結果②　リーフレットの作成 1)-2
	結果②　リーフレットの作成 2)-1
	結果②　リーフレットの作成 2)-2
	結果②　リーフレットの作成 3)-1
	結果②　リーフレットの作成 3)-2
	スライド番号 12

